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第 1 章 事業概要 

 

 

1.1 第 4 回マンガ翻訳コンテストについて 

 

 

デジタルコミック協議会主催の元、全体運営を日本のマンガやアニメ、音楽などのエンターテイン

メントコンテンツを海外に発信する Tokyo Otaku Mode Inc.（以下、TOM）と、日本のマンガの魅力

を国内外に向けてプロモーションする「MANGAPOLO」プロジェクトを展開する株式会社 電通が共同で

実施。 

出版社をまたいで課題作品を 3作選出し、それぞれ指定ページの翻訳を募集した。プロ・アマ問わ

ず応募可能とし、プロのマンガ翻訳者を始めとする審査員による採点で優秀者を表彰した。 

また、同コンテストに関する情報を TOMの Facebookを中心に国内外に広く情報発信したほか、マ

ンガ翻訳の重要性を啓蒙（けいもう）することを目的としたシンポジウムを授賞式と併催する形で、

平成 28年 2月 24日（水）に東京・秋葉原にて実施した。 
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第 2 章 事業の目的、趣旨 

 

2.1 マンガ翻訳コンテストの目的、趣旨 

 
日本マンガを翻訳する優秀な翻訳者の発掘と海外における日本マンガの正規版流通促進を目的と

して、デジタルコミック協議会の主導により実施してきた。 

4 回目となる今回も、コンテストに関する情報を TOM の Facebook を中心に国内外に広く情報発信

したほか、マンガ翻訳の重要性を啓発することを目的としたシンポジウムを授賞式と併催する形で実

施した。 

 

 

2.2 過去実績 
 
第 1回 大賞 チョコレートコスモス（春田なな） Shana Shimizu 氏 

翻訳完了し、VIZ-select より配信中。（1巻～続巻、順次配信中） 

http://www.viz.com/manga/digital/viz-select（日本国内から購読不可） 

 

第 1回 作品優秀賞 神童（さそうあきら） pinkie-chan 氏 

Crunchyroll Manga にて配信中 

http://www.crunchyroll.com/comics/manga/shindo/volumes（日本国内から購読 

不可） 

 

第 1回 作品優秀賞 COPPELION（井上智徳） Amanda Haley氏 

Crunchyroll Manga にて配信中 

http://www.crunchyroll.com/comics/manga/shindo/volumes（日本国内から購読 

不可） 

同じく Crunchyroll Manga で配信中の「GTO パラダイス・ロスト」の翻訳も手が 

けている。 

 

第 2回 大賞 恋とは呼べない（町屋はとこ 榎田 尤利） Sarah Kim Perry 氏 

配信準備中 

 

第 3回 作品優秀賞 いばらの冠（神尾葉子） Casey Loe氏 

VIZ-select より配信中。（1巻～続巻、順次配信中） 

http://www.viz.com/manga/digital/viz-select（日本国内から購読不可） 

http://www.viz.com/manga/digital/viz-select%EF%BC%88%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E5%86%85%E3%81%8B%E3%82%89%E8%B3%BC%E8%AA%AD%E4%B8%8D%E5%8F%AF
http://www.crunchyroll.com/comics/manga/shindo/volumes%EF%BC%88%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E5%86%85%E3%81%8B%E3%82%89%E8%B3%BC%E8%AA%AD
http://www.crunchyroll.com/comics/manga/shindo/volumes%EF%BC%88%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E5%86%85%E3%81%8B%E3%82%89%E8%B3%BC%E8%AA%AD
http://www.viz.com/manga/digital/viz-select%EF%BC%88%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E5%86%85%E3%81%8B%E3%82%89%E8%B3%BC%E8%AA%AD%E4%B8%8D%E5%8F%AF
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また、以下の URLから、過去の受賞者へのインタビューを視聴できる。 

http://goo.gl/crPXsJ（Shana Shimizu氏） 

http://goo.gl/RvWXFd（Sarah Kim Perry氏） 

 
 

 

 

・昨年度シンポジウムの様子 

 

 

 

 

 

・昨年度会場の様子① 

http://goo.gl/crPXsJ%EF%BC%88Shana
http://goo.gl/RvWXFd%EF%BC%88Sarah
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・昨年度授賞式の様子② 

 

 

 

 

・横田理事長の御挨拶        ・審査員講評 

 

マンガ翻訳の重要性を啓発すること、そして日本のマンガを世界へ広く普及することを目的とした

「マンガ翻訳コンテスト」は今年度で 4回目。 

過去、9 人ものコンテスト受賞者をマンガ翻訳家として、デビューさせ、育成してきた。 
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第 3 章 実施体制 

 

3.1 実施体制図 

 
主催：文化庁、デジタルコミック協議会 
※本コンテストは、平成 27 年度文化庁メディア芸術連携促進事業における連携共同事業として採択

された。 
協賛：角川文化振興財団、日本航空株式会社 
コンテスト運営協力：株式会社 電通 ／Tokyo Otaku Mode Inc. 
 

※協賛の JAL 様にはマンガ翻訳コンテスト大賞受賞者への渡航チケット提供を頂く。 

※協賛の角川文化振興財団様には受賞者の翻訳費用の負担を頂く。 
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3.2 審査員紹介 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

Debora Aoki 

（MangaComicsManga.com 編集者） 

漫画ライター。 

日本のアニメや文化を世界に紹介するウェブサ

イト 

「アニメニュースネットワーク」など様々なメデ

ィアで、 

日本のマンガに関する記事を執筆している。 

 

Matt Alt 

（翻訳家） 

 

漫画翻訳家。 

『ドラえもん』『ドロヘドロ』『ぬら

りひょんの孫』などの作品を翻訳し

ている。 

  

William Flanagan 

（マンガ翻訳家） 

 

マンガ編集翻訳家。 

『ポケモン』や『セーラームーン』

『Fairy Tail』などの作品を翻訳し

ている。 

 

 



第 3章 実施体制 

 

9 
 
 
 
 

 
3.3 シンポジウム登壇者紹介 
 
ロバート・ニューマン Robert Newman （Crunchyroll, Inc.） 
 
 1981 年生まれ、アメリカ・コロラド州ボールダー出身。大学で人類学と日本語を学び、2000 年に

初来日。日本のゲーム業界で働いたのち、2010 年、凸版印刷傘下の株式会社ビットウェイに入社。

漫画の海外促進を目指すプロジェクト『JManga』にデジタルコミック協議会とともに取り組む。そ

の後、日本のアニメやマンガなどのコンテンツを世界中に配信する、グローバル配信サービス

Crunchyroll を運営する Crunchyroll, Inc.に勤務。主に漫画のライセンシングとマーケティングを担

当する。 
 
 
清水 正明（しみず まさあき） 
 
 1975 年生まれ、東京都出身。1997 年慶応義塾大学卒業後、凸版印刷(株)に入社し、インターネッ

ト、パッケージメディア、WAP、デジタル放送などのデジタルメディア関連の事業開発やサービス

企画に携わる。2006 年に南カリフォルニア大学修士課程を修了後、海外向け電子コミックの配信会

社、ジェイマンガ(株)を凸版印刷の関連会社として設立し、取締役に就任。2013 年 11 月からは(株)
スクウェア・エニックスのデジタル出版部にて海外向け電子コミック配信の事業開発を統括。これま

でに英語、韓国語、中国語の翻訳版延べ 250 タイトルを配信。今後も配信タイトルと配信言語の拡

大を目指す。 
 
 
海部正樹（株式会社 WOWMAX 代表取締役社長） 
 
1959 年生まれ、愛知県出身。 
 TBS、WOWOW を経て 2003 年にアメリカ・ロサンゼルスでコンテンツ分野に特化したマーケテ

ィングと翻訳ローカライズ会社 Wowmax Media LLC をスタート。2014 年に株式会社化し商号を

WOWMAX に変更。マンガ、小説の出版翻訳とアニメの映像翻訳サービスを提供するとともに、日

米のメディアや企業、政府、地方自治体など多様な組織とコンテンツ事業を開発推進するコンサルテ

ィングとプロデュースを展開している。日米共同製作アニメ企画への製作投資や海外販売を行った経

験も生かしジェトロ（日本貿易振興機構）の「米国コンテンツ市場調査」を 2008 年以降一貫して担

当。また、デジタルコンテンツ協会の「デジタルコンテンツ白書」海外市場・米国の項も 2004 年よ

り連続して執筆。 
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3.4 協賛社紹介 
 

 
 
 今年度は、日本航空株式会社（以下、JAL）に御協賛を頂き、マンガ翻訳コンテスト大賞受賞者へ

の渡航チケットを御提供頂いた。デジタルコミック協議会からはイベントリリースや、各告知物での

JAL 様ロゴの露出や、当日会場などでの企業紹介を提供した。 

 

 
 

角川文化振興財団 
 
 昨年度に引き続き、角川文化振興財団に御協賛頂いた。 
 角川文化振興財団には、受賞者が対象作品を翻訳する際の、翻訳費用の一部負担などの提供を頂く。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiqsraB7OfKAhXLlZQKHbHvC7gQjRwIBw&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%88%AA%E7%A9%BA&bvm=bv.113370389,d.dGo&psig=AFQjCNEZ-KKP_BmHT_DkhWf7sCqDr7u1sQ&ust=1455009793495238
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第 4 章 実施スケジュール 

 

4.1 マンガ翻訳コンテスト実施プロセス及びスケジュール 

 
■コンテスト実施プロセスと成果 
平成 27 年 7 月～8 月 
コンテストの詳細検討 
課題 3 作品と審査員の選定を行い、今後のコンテスト実施スケジュールを決定。 
 
平成 27 年 8 月 31 日～11 月 7 日 
翻訳作品の募集 
公式ウェブサイト上で翻訳作品を募集し、プロ・アマ問わず 100 件以上の応募があった。 
 
平成 27 年 10 月 8 日～10 月 11 日 
コンテストの告知 
アメリカで開催された New York Comic Con *1 にてチラシを配布し、コンテストへの応募を呼びか

けた。（御協力：VIZ Media、Kodansha USA Publishing） 
*1 アメリカ東海岸で最大規模を誇るポップカルチャー・イベント。アニメ、ゲーム、コミック、映

像など、展示ジャンルは多方面にわたり、各界から多くの著名人も訪れている。 
 
平成 27 年 10 月 
コンテストの告知 
専門学校など、約 100 施設へメールでチラシを送付し、コンテストへの応募を呼びかけた。 
 
平成 27 年 11 月 8 日～12 月 21 日 
応募作品のスクリーニング 
応募作品の第一次審査及び審査員による選考を行い、最終作品候補を選考した。 
 
平成 28 年 2 月 2 日 
作品優秀賞・大賞の発表 
審査員 3 名による協議の上、課題作品ごとに「作品優秀賞」を選出し、作品優秀賞 3 作品の中から

「作品優秀賞・大賞」1 作品を決定した。 
 
平成 28 年 2 月 24 日（水） 
授賞式・シンポジウムを開催。
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第 5 章 実施内容 
 
5.1 応募状況 

 
 

国 数 

United States 40 

Japan 26 

Canada 7 

Singapore 6 

United Kingdom 6 

Philippines 4 

Germany 3 

Indonesia 3 

Australia 2 

Austria 1 

Belgium 1 

Chile 1 

Russia 1 

Slovenia 1 

South Korea 1 

Spain living in Japan 1 

Thailand 1 

the Netherlands 1 

Total 106 

 
 
 各国の応募状況では、アメリカからの応募が最多。100 件を越える応募となった。 

 応募地域は、昨年同様、特に北米の方々からが多かったのが特徴的。 
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翻訳経験 数 

No 56 

Yes 50 

 
 翻訳経験有無に関しては、ほぼ半々という結果だった。 
 
 

応募タイトル 応募数 

蝶のみちゆき 16 

いまどきのこども 37 

会社の奴には絶対知られたくない 53 
 

 
 応募タイトルは「会社の奴には絶対知られたくない」が約半数を占めて最多となった。 
 「蝶のみちゆき」は日本独自の描写が多く、他作品より翻訳の難易度が高かったと思われ

る。 
 
 各国の応募者からの作品を一時スクリーニングにかけ、8 作品の最終候補を選出。 
 対象の 8 作品を、翻訳コンテスト審査員 3 名により最終審査。3 名の受賞者を決定した。 
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5.2 授賞式について 

     

        

■授賞式（19:00-19:35） 

 ①開会の挨拶 

デジタルコミック協議会・横田理事長の挨拶を頂き開始。 

②対象作品の紹介 

対象作品 3作品を、司会者より動画を交えて紹介 

③受賞者の発表 

各作品の優秀賞 2作品を発表後、大賞受賞者の発表。各作品の作者からの祝福のコメン

トも紹介。審査員もそれぞれの翻訳についてどの点が良かったかなど、マンガの場面を

スクリーンで見せながら、具体的に紹介していた。 

④授賞式 

大賞受賞者には、ステージにて横田理事長より賞状とアップルウォッチの贈呈を行った。 

今回はこのコンテストで初めて、大賞受賞者がアメリカより来日した。 

 ⑤閉会の挨拶  

文化庁文化部芸術文化課・加藤課長からの閉会の挨拶で授賞式を終了。 

審査員による講評 

玖保キリコさん祝福メッセージ 

大賞受賞者のモニーク・マーフィーさん 
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・5.3 シンポジウムについて 

 

     
 
■シンポジウム（19:35-21:00） 

①モデレーターとパネラーの紹介 

 授賞式の司会者からモデレーターへ引き継ぎ 3名のパネラーを紹介。 

②講演 

 3名のパネラーが、各 15分ずつ講演データを交えて講演した。 

 講演では、マンガが海外に配信される流れや、海外配信する際の苦労話など、具体的な

翻訳事例が紹介された。また、パネラー同士の議論も白熱したり、パネラーのユーモア

により、会場から笑いが起こる場面も見られ、結果として、第 7章にあるように満足度

の高いシンポジウムとなった。 

③シンポジウムのまとめと質疑応答 

 モデレーターの主導で、シンポジウムの総括と質疑応答を行った。 

 

 

 

 

 

会場の様子 

登壇者による講演 
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5.4 課題作品 

 
① 『蝶のみちゆき』 （作：高浜寛／リイド社） 

 

② 『会社の奴には絶対知られたくない』 （作：若竹アビシ／日本文芸社） 

 

③『いまどきのこども』（作：玖保キリコ／小学館） 

 

 以上、合計 3作品を対象作品とした。 

 
 
■応募総数・・・106 件 
 
■審査結果 
 
・作品賞（3作品） 

『蝶のみちゆき』 

Ronald Classman 

 

『会社の奴には絶対知られたくない』  

Jennifer Ward 

 

『いまどきのこども』 

Monique Murphy 

 
・大賞（1 作品） 
『いまどきのこども』 

Monique Murphy 
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5.5 授賞式、シンポジウム概要 

 
■授賞式&シンポジウム 
・開催日時：2016 年 2 月 24 日（水） 
 授賞式：19:00～19:35  
 シンポジウム：19:40～21:00 
・会場：秋葉原 UDX ビル・シアター会場 
■授賞式登壇者 
・開会の挨拶：デジタルコミック協議会 横田清事長 
・総括：Matt Alt 氏（審査員） 
・各賞へのコメント：Deb Aoki 氏（MangaComicsManga.com 編集者） 
・閉会の挨拶：文化庁 文化部芸術文化課・課長  加藤 敬氏 
       
■シンポジウム登壇者 
・司会：脊山麻理子氏（フリーアナウンサー） 
・登壇者：ロバート・ニューマン様（Crunchyroll） 
     清水正明様（スクウェア・エニックス） 
     海部正樹様（Wowmax）  
     椎名ゆかり様（翻訳者／東京藝術大学非常勤講師） 
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第 6 章 広報、広報制作物 
 
6.1 公式サイトの紹介 

 
公式ウェブサイト 
https://www.otakumode.com/sp/mtb_fourth/ 
 
 
以下参照。 
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※今年度は、プロモーション施策として、公式 WEB サイト上に、 
 有識者からマンガ翻訳をテーマにメッセージ動画を掲載。 
 
 
6.2 プレスリリース 
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6.2 チラシ 
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第 7 章 成果 
 
7.1 まとめ 

 
■各賞受賞者決定 

・大賞：Monique Murphy 氏（『いまどきのこども』） 

 

・作品賞：Ronald Classman（『蝶のみちゆき』） 

     Jennifer Ward氏（『会社の奴には絶対知られたくない』） 

 
■「授賞式・シンポジウム」来場者数：100 人 
（以下、内訳） 
・事前申込者数：14 人 
・当日受付者数：4 人 
・関係者数：41 人 
・その他（名刺）：41 人 
・取材：1 人 
※スタッフや登壇者等を除く 
■アンケート回収数：10 枚 ※代表的な内容を「7.3」に記載。 
■掲載メディア 
 ※確認中。 
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7.2 アンケート集計 

 
参加者属性① 性別 

男 3人 30% 

女 7人 70% 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者属性② 年齢 

～10代 0人 0% 

20代 1人 10% 

30代 5人 50% 

40代 2人 20% 

50代 2人 20% 

60代 0人 0% 

参加者属性③ 職業 

会社員 10人 100% 

公務員 0人 0% 

学生 0人 0% 

主婦 0人 0% 

フリーランス 0人 0% 

大学生 0人 0% 

高校生 0人 0% 

アルバイト・パート 0人 0% 

その他 0人 0% 

参加者属性④ 住まい 

東京 7人 70% 

神奈川 2人 20% 

愛知 1人 10% 

シンポジウムの満足度 

とても満足 5人 50% 

満足 5人 50% 

どちらでもない 0人 0% 

不満 0人 0% 

とても不満 0人 0% 
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7.3 アンケートコメント 

 具体的な事例、現場の状況を聞けてよかった。 

 パネラーが PPTを切り替えられるポインターを持ったほうが進行がスムーズだったか

もしれないと思った。 

 運用手法の詳細がよくわかった。 
 今後も続けてください。 
 数字が少なくて、翻訳クオリティとサイマルの重要性が見えづらかった。 
 海外配信の売り上げ規模に関心がある。 
 配信のあり方や、ローカライズの様子がよくわかった。 
 シンポジウムの内容はとても興味深かった。ロバートさんの話はあと 1時間聞きたいく

らいだった。 

 日本の作品が海外ユーザー1人 1人にどう思われているのかを知りたい。 

 大きなスクリーンがあったので、シンポジウムでは、もっとどんどんスライドを使って

ほしかった。 
 マンガ翻訳コンテスト自体はとても素晴らしい試みだと思います。応援しております。 
 会場に実際の翻訳済み（海外展開済み）のマンガが展示され、自由時間に読める、など

があればよかった。 
 とても面白いシンポジウムでした。海部さんのプレゼンをもっと聞きたかったです。 
 市場の調査にフォーカスした話をもっと聞きたかったです。 
 「翻訳はマーケティングである」という言葉は印象に残りました。 
 「翻訳」に関する内容の話題をもう少し聞きたかったです。 

（翻訳の具体例などをもう少し具体的におうかがいしたいです。） 
 具体的な翻訳事例を聞くことができてよかった。 
 このイベントをきっかけに、さらに日本のマンガが世界へ拡がることを願ってます。 
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7.4 総括 

 
大賞、各作品優秀賞、計 3 名の受賞者を決定し、「海外に漫画を広めていく際に、不可欠

となる優れた翻訳家の発掘、育成」という、「マンガ翻訳コンテスト」の目的の端緒を成す

ことができた。今後は、受賞者が、対象作品の版元とともに、対象作品の翻訳を成し、海外

において翻訳版の配信を行うべく、また、受賞者がマンガ翻訳者として成長、成功するよう、

デジタルコミック協議会内で引き続き可能なサポートを行ってゆくことになる。 
 
コンテスト自体は、対象 3 作品がそれぞれ海外の言語で内容を表現するのが難しいなど、

応募者にとっては例年以上に難易度が高いものとなった。しかし、それでも 100 名を超え

る応募者がそれぞれの力をいかんなく発揮し、質の高い応募がなされたことは、本コンテス

トが 4 回目を迎え、有能な翻訳志望者に一定の認知をされ、高いレベルでの競争につなが

ったのではないかと考える。大賞受賞者含め、3 名の受賞者の今後の活躍が期待される。 
 
授賞式・シンポジウムについて、まずは授賞式では今回、大賞受賞者をアメリカから迎え

ることができ、こちらも全員揃った審査員 3 名と直接会い、審査について、翻訳のポイン

トについて、などを語り合う時間が持てたのも幸いだった。引き続いて行われたシンポジウ

ムでは、実際に海外でマンガ翻訳版配信の現場最前線にいるパネラーから、具体的な例を含

めプレゼンしてもらい、その後のディスカッション、質疑応答も、内容のあるものとなり、

盛況のうちに終了することができた。告知から開催までの期間が短かったことなどもあるの

だろうが、一般参加者、特に学生など若い人にもっと多く足を運んでもらいたかったが、告

知方法含め、次回以降の課題のひとつだと思われる。 
 
海外で受け入れられる可能性を持ちながら、様々な理由で、いまだ翻訳出版がなされてい

ない作品は数多くある。「翻訳コンテスト」は今回で第 4 回を迎えたが、デジタルコミック

協議会参加社の中でも、対象作品を出した出版社はまだ限られており、多くの出版社にとっ

ては「翻訳コンテスト」をうまく活用できていないのも実情であろう。そして「翻訳コンテ

スト」だけでできることには限界もある。今後は「翻訳コンテスト」を更に有効なものに発

展させていくと同時に、海外で受け入れられる可能性のある作品をいかに表に出していくか、

海外出版・配信のノウハウのない多くの出版社にも、海外の出版社、配信プラットフォーム、

そして翻訳者と接することができるようなシステムを構築していくことも必要である。次年

度は「翻訳コンテスト」と「データベース」の整備を両輪として実施していきたい。 
 

以上 
 



 
 

 
 

 

本報告書は、文化庁の委託業務として、京都精華大学が実施した平成 27 年度「メディア芸術連携促進

事業 連携共同事業」の成果をとりまとめたものであり、第三者による著作物が含まれています。 

転載複製等に関する問い合わせは、文化庁にご連絡ください。 
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